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令和８年度第１回地域物流の確保に向けた検討会 

議事録 

 

１ 日 時 

令和８年（2026 年）６月 16 日（火）15：30～16：30 

 

２ 場 所 

上川総合振興局 ４階展望会議室 

 

３ 出席者 

 別添のとおり 

 

４ 開会挨拶 

【北海道 小林物流担当局長】 

北海道総合政策部交通政策局で物流を担当している小林と申します。 

本日は、第１回地域物流の確保に向けた検討会の開催にあたりまして、北見工業大学の高橋教

授、そして、検討会の趣旨にご賛同いただいた音威子府村様、中川町様のほか、道内物流の中核

を担っていただいているヤマト運輸株式会社様、道北エリアでの地域物流を担っている士別市の

西尾運送有限会社様に構成員としてご参画をいただきました。 

 また、道の上川地域における総合出先機関である上川総合振興局のほか、道北エリアの中心市

である名寄市様にもご参画をいただきました。 

 本日、この場にお集まりいただいたことにつきまして、改めまして感謝申し上げます。 

 まず、道内物流の現状につきましては、皆様ご存じのとおりと思いますけれども、人口減少や

高齢化に伴いまして、道内の運転手不足は深刻になってきております。 

その他にも、働き方改革関連法の関係で、輸送力の低下という状況は避けられないという問題

に直面している状況でございます。 

特に、一昨年施行のいわゆる「改善基準告示」の改正におきましては、札幌圏が道内の物流の

中心となっておりますけれども、オホーツクエリア、道東エリア、そして、ここ道北エリアにお

いては、日帰り輸送が困難なエリアとなってきておりまして、地域の物流をどうやって守ってい

くのか、地域の輸送ネットワークをどのように守っていくのか、というのが大きな課題になって

くるのではないかというのは、我々も認識しているところでございます。 

 そうした中で、この検討会について、呼びかけをさせていただきました。ここにお越しいただ

いている皆様の知見や色々なご提案もいただきまして、この検討会を通じて、地域の物流を確保

するためにはどういったことをやっていけばよいのか、どういったことを目標に取組を進めてい

けばよいのか、そして、この検討会を通じてどういった取組ができるのか、こうした観点から、

本日は皆様から忌憚のないご意見、ご提案をいただいて、我々事務局として、それをどうやって

具現化していくかということを考えていきたいと思っております。 

 最後になりますけれども、本道の物流の未来を切り開いていくためにも、今回の検討会がその
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一助になることを期待しまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたし

ます。 

 

５ 座長挨拶 

【髙橋座長】 

ただいま本検討会の座長を仰せつかりました、北見工業大学の髙橋でございます。よろしくお

願いいたします。 

地域物流の定義というのはなかなか難しいものがあって、これが地域物流だというのはないで

す。ただ、都会と地方と対比して考えると、都会も大変ですけど、まさに地方の物流っていうの

は、先ほど小林局長からお話があったとおり、色々課題があるところです。 

１つは人口減少で、人口減少に伴って物流の量も減ってきている。一方で運ぶ方は、若い人は

減ってきていて、時間の制約もあるものですから、運ぶ方の力も減ってきている。それに加えて、

北海道の地方は散在して居住している。集まって住んでないっていうところがポイントです。 

こういう地方で、今、物流をどうしていくのかっていうことが大きな課題です。 

道も国も物流というのは社会資本だと断言しています。ということは、物流は道路とか上下水

道と同じように人々の生活を守るための仕組みとして、今後真剣に考えていかなければいけない

という、そういう時期だと思っています。 

そのためには、 DX も色々あるんでしょうけれども、私たちが今何ができるかっていうのを、

まずしっかり地域の皆さんの声を聞きながら進めていきたいと考えているところです。 

今回こういう形で道に音頭を取っていただいて、検討会を開催することになりました。 

最終的には、何ができるかっていうことを検討するんですけども、その１歩として、実際にこ

のようにやってみようというところまでいくことが必要かなと思っています。 

そのためにはやはり、仕組み自体を変えるとか、あとは制度もしっかり見直していくことが必

要なのではないかなと思っていますので、皆さんから是非忌憚のないご意見をいただいて、今ど

れだけ困っているのか、それをどうやっていかなきゃいけないのかという建設的なご意見いただ

きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

６ 議 事 

（１）地域物流の確保に向けた取組について 

【事務局（北海道 中嶋主幹）】 

 それでは、私の方からは、資料の１から４を一括して、ご説明させていただきます。 

まずはじめに、資料１の重点戦略（抜粋版）をご覧ください。 

１の「北海道交通政策総合指針」についてでございますが、この指針は、道における交通政

策を推進する上での「基本指針」と位置付けられておりまして、本道の交通を取り巻く環境変

化に的確に対応しながら、あらゆる関係者が協働して、施策を一体となって推進し、本道のさ

らなる発展を支える交通ネットワークを実現するために、2018 年３月に策定されたところでご

ざいます。 

さらに、具体的な取組を集中的に進める上で、この重点戦略が設定されておりまして､これま
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で「2018 年から 2020 年」においては、インバウンドの加速化に取り組み、「2021 年から 2025

年」においては、ポストコロナを見据え、交通需要の回復に向けた取組を推進し、そして、本

年度からは、中段で記載されております、３つの柱に基づいて、取組を推進していくことにな

ります。 

物流に関連する取組については、柱の②に該当する３の「地域経済の成長を支える、地域へ

の人・モノの流れをつくる交通」において、課題につきましては、人口減少や高齢化による運

転手不足や、時間外労働の上限規制による輸送力不足の深刻化が見込まれており、多様な主体

の連携による「物流の効率化」や「再配達の削減」など、荷主・消費者の行動変容に向けた取組

の推進が必要とされておりますことから、この後ご説明させていただく具体の取組として、「地

域物流の確保に向けた新たな輸送システムの検討」を進めていく次第でございます。 

 次に、資料２の北海道地図が記載されている｢道内における輸送困難地域」の資料をご覧くだ

さい。 

 皆様、ご存じのとおり、2024 年４月には働き方改革関連法の関係で、連続の運転時間も４時

間以内とされるなど、「改善基準告示」が施行され、わかりやすくお伝えしますと、札幌など道

央圏から日帰りできない地域、すなわち、移動距離が概ね 300ｋｍを超えるエリアが、        

地図上で茶色く塗られたところとなります。 

また、資料右側の青く塗られた道北エリアにつきましては、国の管轄による幹線道路が赤い

太線で示されており、幹線から枝分かれする黄色の支線、さらにそこから広がるエリアについ

ては、今は、物流事業者様のご対応により、運べておりますが、今後は、小口配送も含めた輸

送に懸念があり、北海道全体を広域的に所管する道の立ち位置としましては、持続的な物流の

維持・確保の観点からも、幹線から外れたエリア、つまり、ラストマイル輸送について検討し

ていくものと考えており、今回はこの道北地域に着目をさせていただいたところでございます。 

それでは、資料３の「地域物流実態調査の結果概要」をご覧ください。道では、道北地域の

現状を客観的に把握するため、２頁目に記載してありますとおり、本年１月末から２月上旬に

かけて、地図で色付けされております留萌や宗谷地方、そして、今回、この検討会にご参画さ

れております名寄や中川、音威子府に営業所がある運送事業者など、合計 138 の事業者に対し

て調査を行ったところ、103 の事業者、率にして 74.6％という非常に高い割合でご回答をいた

だいたところでございます。 

次に３頁の「ドライバーの人数」をご覧ください。ドライバーの 60 歳台以上の割合が 35.1％、

50 歳台以上となると実に全体の 70.6％という非常に深刻な高齢化の波に直面しており、これ

が、５年後、10 年後となると、確実にドライバー不足が懸念される状況にございます。 

４頁については、地域別の割合を示しており、各地域、同様の傾向となっておりますが、ど

の地域でも、60 歳代、そして、70 歳以上の割合が多いといった状況にございます。 

５頁の「ドライバーの人手不足感」につきましては、全体では「慢性的に不足」と「不足する

時期がある」を合わせて、約８割の事業者が不足を感じており、次の６頁における左下の｢輸送

形態」について注目すべき点としましては、「長距離は断っている」という事業者が５者存在し

ておりまして、運べないリスクが現実化し始めている結果となっております。 
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７頁では、物流確保に向けた取組として、やはり人手不足の観点からも「人材確保・育成」

や「荷主との運賃交渉」が上位を占めており、労働環境の改善に向けた取組としては、「賃金の

増加」や「労働時間の改善」に取り組まれているといったご回答をいただいているところでご

ざいます。 

８頁では、将来の貨物輸送に 64.1％が「影響あり」と答えており、想定される影響としては、

｢人材不足などにより廃業｣や「営業収入の減少」、「長距離輸送が困難」といったことが挙げら

れております。 

最後の９頁目の行政に期待することとしましては、道としても運送事業者に対して、臨時支

援の補助金として、車両整備などの経費支援を行っていたり、就職相談会など人材確保への支

援も行っているところでございますが、その他にも、事業者からは「トラックの休憩場所の確

保」などが強く求められている状況にございました。 

最後に資料４として、こうした｢道北地域の現状や課題」を踏まえまして、まず、本日の検討

会の設置目的についてでございますが、これまでご説明してきましたとおり、人口減少や高齢

化進行によるドライバー不足、そして、2024 年からの働き方改革関連法の適用により、地域の

物流サービスの維持が困難になるとの事業者からの声を踏まえて、産学官連携によるこの度の

「地域物流の確保に向けた検討会」を設置し、この検討会では、ラストマイル配送の実現に向

けた実証などを検討し、取り組んでいくこととしております。 

中段には「事業者からの主な意見」を記載しておりますが、先ほどの道北地域における実態

調査以外にも、これまでの事業者とのヒアリングなどで、 

・ドライバーの高齢化は深刻で、地方都市は今後運べなくなることを懸念している。 

・今後、人口減少が進む中では、宅配便などの小口配送の維持について懸念しており、特に道

北方面は本当に厳しい。 

・荷物を受け取る側の意識改革や行動変容が必要で、そのことが再配達の削減にも繋がる。 

・行政には、地方の厳しい実態を把握していただき、地域物流の継続のためには、何が課題な

のかについて焦点を絞って対応していただきたい。 

といったご意見をいただいております。 

この検討会における構成員についてでございますが、北見工業大学の髙橋先生を座長といた

しまして、中川町・音威子府村の自治体の皆様、ヤマト運輸様や西尾運送様をはじめとする物

流事業者の皆様、そして、名寄市や上川総合振興局にもオブザーバーとしてご参画いただき、

まさに産学官連携により検討を進めていくこととしております。       

ただ、今後の検討を進めていく中で、必要に応じて、関係者の参画は可能とさせていただく

次第でございます。 

それでは、具体的にどのような実証を行うのかについて、２頁目をご覧ください。「実証案」

として、３つほどお示ししておりますが、事例①の「地域配送」につきましては、例えば、道の

駅などを物流拠点として、ヤマト様など大手運送事業者様が、毎日、個別のお宅まで配送する

のではなく、幹線輸送を週数回程度に集約して、道の駅の拠点まで運び、そこから先は、地域

の運送事業者や、例えば、バスやタクシー事業者などが貨客混載として運ぶパターン、もしく

は住民の皆様が直接受け取るといったスキームの検討でございます。 
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事例②につきましては、札幌などでは、駅やドラッグストアなどに置かれておりますが、

PUDO などといった宅配ロッカーを設置し、住民の皆様が生活動線の中で自ら荷物を受け取る

ことで、ドライバーによる戸別配送の負担を減らし、かつ、再配達の削減を目指すパターン。 

事例③につきましては、上士幌町や新十津川町ではドローン配送の検討がされておりますが、

さらに将来を見据え、荷物を一度拠点に集約した上で、ドローンや自動配送ロボットなどを活

用した住宅への配送や、地域の協働によるハイブリッドな配送の可能性についても実証ができ

ればと考えております。 

最後に下段の「今後のスケジュール」をご覧ください。 

本日は「第１回検討会」として､この組織を立ち上げさせていただきました。 

この後、構成員の皆様から、それぞれの現状や課題を踏まえ、実証案の可能性についても意

見交換をしていただき、特に、今回の実証の舞台でもある中川町様と音威子府村様のご意向も

きちんと踏まえた上で、７月の下旬を目途に実証案のたたき台を第２回目として、ご議論させ

ていただく予定でございます。 

さらに、９月に第３回目の検討会を重ね、地域の皆様、事業者の皆様の具体的なニーズなど

を踏まえて、実証案をブラッシュアップし、10 月～12 月にかけて、実際に中川町・音威子府村

において、荷物の受取・集荷の実証を実施し、年明けの令和９年１月からは効果検証、２月は

結果報告、３月には次年度以降に向けた検討を行い、道としても、このような取組は単年度で

終わらすのではなく、複数年にわたって、皆様とともに検討を進めていくことを考えていると

ころでございます。 

長くなりましたが、事務局からの説明は以上となります。 

 

（２）意見交換 

【音威子府村 遠藤村長】 

まず、この度はこのような検討会に参画させていただきまして、誠にありがとうございます。 

音威子府村の現状で言いますと、様々なインフラが 10 年、20 年前からどんどん減っていっ

ている現状にあります。そんな中で道庁の小林局長、そして中嶋主幹にも切実な訴えとして、

この間も話させていただいたのですが、今うちは生活用品が買える商店が２軒しかございませ

ん。  

ですが、今後、住民の方があの地に住み続ける上では、もしかしたらそこの 1 つが無くなっ

てもまだ住める現状ではあると思うんですけど、物流が滞ったらもうおそらく住めないという

ふうに僕は思っているんですよね。こういった課題というのは、もちろん中川町さんもありま

すし、全国的に言えばもっといっぱいあると思っていて、このような形で大手の企業様だとか、

地域の企業様が入ってくれて、道、振興局、様々な方たちが関わった実証実験が行われるって

いうのは、今までおそらくそう無かったと思うんですよね。 

なので、この実証実験が日本のこの課題に先駆けたファーストペンギンとして、全国に広が

るような取組になれば、本当にこの地方で住んでいる人が救われると思います。とにかく困っ

ているので、全国に先駆けて、このメンバーの皆様で作っていければと思っていますので、本

当によろしくお願いしたいと思っております。 
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【髙橋座長】 

ありがとうございます。何か具体的な実証実験に対してのリクエストとかありますか。 

 

【音威子府村 遠藤村長】 

モデルケースの話でもよろしいですか。この事例で言いますと、やっぱり 1 番目か 2 番目の

事例案が、最初のファーストステップとしてはいいのかなというふうに思っておりまして、こ

の中でも音威子府はもう過疎中の過疎地域なんですけど、まだロッカーを使わないと駄目なほ

ど人が不足しているわけではないと思うんですよね。 

なので、この取組で、うちの地域でその仕事ができるっていう可能性も出てくるので、まず

事例１のもので検討していって、今後本当に困った時は、この事例 2 になっていったり、途中

でこの事例 3 の部分が導入されていくと、余計にこの物流の効率化っていうのができると思っ

ておりますので、僕はまず 1 の方で検討されてはいかがかなと思っております。 

 

【中川町 石垣町長】 

中川町もですね、今の遠藤村長のご意見がありましたけれども、総体的に困っています。 

小さい話から言うと、例えば、郵便物は、中川町の人が中川町の人に出すと、1 度旭川に行っ

てそれが戻ってくる。それはそれで、今の郵政における 1 番効率的な話なのは分からないでも

ないんですけど、今の燃料高騰にしろ、二酸化炭素の排出抑制っていうところからすれば、ど

うも効率的じゃないような気がするとかはあります。 

あと、新聞が日曜日に配送されない地域が出てきました。今まで郵便事業の中で日曜日も新

聞が配達されていたのですが、それができなくなったので月曜日に届くと。これもデジタル化

へのシフトなんだと考えれば許容できない話じゃないかもしれませんけど、これもお年寄りに

してみれば、その日の新聞を次の日に読むんですかと。 

あと、物流関係ですが、このフェーズになって、ようやくこれはまずいぞっていう感じが見

えてきて、個別に言って申し訳ないですけど、例えば、うちは学校給食やってないという珍し

い地域なので、色々国庫負担の関係、ＰＴＡの負担というか、親御さんの負担が 0 になるとい

う見込みで実施していく中で、なんとか学校給食でやる方法はないかと色々考えた時に、やっ

ぱり物流に問題があって、中川町単体として給食センターを作るっていうのはとてもじゃない

けど無理なので、例えば何らかの協力関係で近隣自治体とか色々と考えたのですが、やっぱり

物流における距離的な負担、毎日発生するので、自前でやれないとどうしても輸送費の負担感

が大きくなって断念したとか。 

色々困り事っていうのはこれからも増えてきますし、店舗もですね、セイコーマートさん含

めて 2 軒しか食料品店舗がないので、これもですね、色々な事業者さんからもアプローチがあ

って、「これから困りますよ、どうされます。私どもと検討しませんか。」というのが、今のと

ころ１、２件あるんですよね。 

ただ、現実的に店があるわけで、どう穏便に進めるべきかというようなところに悩んでいて、

今回はエリアが限定された中で実証事業やってみませんかというお誘いだったので、それはそ
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れでいいですけど。 

根本的に高速道路なり高規格道路なりがこれだけ整備されていないと、全国で 92%整備され

ている、道内は 60 数%であるのかっていうことを考えたのですけど、そもそも物流が効率的じ

ゃないというか、これで終わりだったら良いんですけど、10 年、20 年、30 年と経てば整備さ

れるわけじゃないですか。整備されていった時に、例えば道の駅がそこで良いのか、あるいは

人口減少を考えたらどういうふうに道の駅を配置すべきか、物流拠点をどこに配置すべきかっ

ていうことが、10 年スパンでコロコロ変わってくる可能性があるということも考えると、幹線

道路で考えても結構難しいというか、予想しなければ、無駄になってしまう可能性もあるなっ

ていうのは日常的に考えているところです。 

こういった実証の中で、特に私としても、事例 2 のイメージが１つ 1 つ置くっていう感じな

のかちょっと勉強不足でわからないですけど、やっぱり事例 1 の地域間配送については非常に

興味がありまして、たまたま中川町には旅客事業を行っている事業者もあって、貨物も現時点

であるんですが、これは建設事業者の貨物なんでちょっとアテにはならないですけど、そうな

ると実証する段階においてそういった地元の事業者も何らかの形で関わらせていかないと、事

業もスムーズに進めていけないのかなと感じはしたので、もうちょっと色々と意見をいただけ

ればなと思います。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございます。具体的な課題も挙げていただきましたし、今すぐ解決しなければい

けないものと、長期的に考えなければいけないものと少し分けて考える必要もあります。 

あと、やっぱり物流に関して言えば、どうしても民業のところがあるので、なかなか公共だ

けがどんどん出ていくという話ではないですから、地元の人たちの会社も潰さない、先ほど村

長のお話もありましたとおり、仕事を作るっていうところも含めて考えていかなければいけな

いので、かなり重要なご指摘をいただいたなと思って聞いていました。 

 

【ヤマト運輸（株） 渋谷ゼネラルマネージャー】 

弊社は先ほど村長さん町長さんのおっしゃったところをリアルに知りたいなっていうふうに

思っていて、それを物流屋としてどう叶えていくかっていうところがすごく大事だなっていう

ふうに思っています。 

物流屋は誰かから指示をもらって動く生き物なので、宅急便も 1 個 1 個に指示書がついてい

るもので、あれはお客様がいつ届けてほしいという要望があってお届けするのであって、その

願いにどう叶えていくかっていうのも我々の使命ですから、その地域に住まれている方々の要

望をどう叶えていくかっていうのがすごく大事かなっていうふうに思っています。 

今日はそういう話を色々聞ける良い機会だと思っているので、その中で我々ができることを

組み立てていければ良いかなと思っています。 

もう 1 つは、今回事例１、２とご提示いただいていて、我々も是非、仲間に入れていただい

て参加していきたいなと思うんですけども、我々の社員も地域に住んでいる住人なんですね。 

例えば、宅配事業でいくと、郵便局さんも佐川急便さんも我々のことをコンペティター（競
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争相手）みたいな扱いをされるんですけど、地域で人の取り合いをしたくない。なので地域に

一番効率のいい形は何なのかっていうのをこういう議論できるすごく良い場なのかなというふ

うに思っていますので、荷物を取り合うのではなく、地域のためにどうするかっていう議論が

できて、共同で 3 社ともハッピーになれるような仕組みっていうのは、議論になり得るのでは

ないかと思います。 

その大前提にあるのが、地域に住まわれている方々の要望が何かっていうところの主語で、

何かお話ができると良いものになるのかなというふうに思っています。 

 

【西尾運送（有） 村上社長】 

当社は宅配ではなくて、幹線の長距離を行っております。2024 年問題によって、（時間外労

働時間 960 時間が始まり、1 日の運転時間 9 時間と 4 時間で 30 分休憩を入れると）苫小牧まで

連日運行が不可能になっております。なので、1 日行ったら次の日休み（あるいは、近間の配

送になり売上がマイナス）になります。札幌圏なら連日運行が可能なのが現状です。季節波動

が激しく、秋の農産物の収穫時期に入ると行き（札幌、苫小牧方面）の荷物が増加し片道運行

（積載効率低下）、冬から夏時期は逆の片道運行になり、配車にとても苦労しております。 

この先 10 年考えた時に道北の人口減少は、道内他地域に比べるとスピードが速いように思

います。私の住む士別市も、現在 1 万 6 千人、これ 10 年したら多分 1 万人を割れるのではな

いかと危機感を持っております。 

今、士別市内で個人の商店で食料品を買えるところは数件（あとはコンビニエンスストア、

大手スーパー）でありますが、人口減少（売上減少）になれば大手企業が撤退の可能性がある

と思います。 

そのような中で宅配（運送）業はインフラ（水道と電気）と同じですよね。1 人住んでいれば、

そこに物を届けなきゃいけないというのが我々の使命ですから、そのためには今後どうするか

考えるとき、我々業者の考え方も「おらがおらが」っていう時代から、互いに知恵を出してよ

り良い運行が出来るように務める時期であると思います。やっぱり手を取りながらやってかな

いと駄目かなと思う。僕らの輸送でもお互いの仕事を融通して、積載効率向上によりドライバ

ー不足解消であったりをやってかないとうまく回っていかないし、荷主様に対して、小ロット

の荷物に対して（チャーター料金、割増料金を）カバーできる可能性があり、コスト削減を提

案出来る。そのためにも、消費者の考え方も変えていただきたいと思います。注文したら中 1

日（翌日）配達ができなくなること。このことが、積載効率に影響を及ぼすと思います。急ぐ

荷物においては、高い運賃いただいても良いかと思います。 

その中で道北方面の宅配を考えるとき、郵便の施設、設備を利用することが有効活用に繋が

ると思います。旭川から稚内まで毎日複数便（枝線の各郵便局までも）荷物が入っていなくて

も運行しているのが現状で、空きスペースの利用（郵便規制緩和必要）が望ましいのではない

かと思います。運ぶツールとしてあるのかなと。宅配業者同士が寄り添った環境で地方の荷物

を運べるような仕組みづくり（特区）を進めないと物流業が成り立たなくなります。最近は、

報道にもあるように郵便は大変な時期ではありますが、利用できることにより人材の確保、施

設利用にプラスになるのではないでしょうか。 
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あと、今セコマさんとかローソンさんってバックヤードを大きくしているんですよね。我々

運べなくなっているから。在庫量を増やして置くのと現場で加工しているようです。運ぶ側も

頼む側も今までのように出来ない事（不便さ）を理解いただきたいと思います。お客様も明日

ではなく、2 日後に持ってきてっていうのはできると思うんですよ。なんとか積み合わせれば。

それを明日持ってきて、明日の 9 時に持ってきてって言われるから、じゃあ一車で運ぶという

事になって、車だけほぼ空で走っているような状態になる（この様なケースを 2 社で行えば車

両 2 台）わけです。そんなことを考えるとやっぱりもうちょっと積み合わせ、積載効率を上げ

ること。そうすることによってやっぱりそれで積み合わせすれば 1 台の車輌と運転手が余りま

す。 

自社においても、20 代 1 人、30 代１人、50 代 60 代と高年齢化しており、この先 10 年を考

えるとドライバー不足に拍車がかかり、業として成り立たなくなります。宅配業者が支店、営

業所を構えるとしたら、施設、設備は容易にできるが、従業員を確保ができないと思います。

我々運送事業者（一般貨物自動車運送事業者）は 5 台の縛りがあります。それと運行管理者、

整備管理者も必要です。皆で知恵を出して効率の良い運び方を考えていかないと。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございます。幹線輸送に関する根本的なご指摘をいただいたのかなと思います。 

やっぱり地域でやらなきゃだめですよね。だから、道がこの会議を立ち上げた意味があると

思うんですけども、単独の町村ではもう対応できないし、当然、会社も単独では対応できなく

なってきているので、これをどうやってまとめていくかっていう協業とか、そこは広域とか協

業ってのは、しっかりやらなきゃいけないという意見をいただいたなと思います。 

あと、仕組み自体は、ある意味制度を含めて大変になってきているところもありますよね。

そこのところは、きちんと指摘して、長い目で見ていくことになると思いますが、議論のポイ

ントかなと思います。 

あともう 1 点、やっぱり荷主の方が少し態度を変えなきゃいけないっていうところですよね。

そこはもうよく言われているんですけど、そこのところを変えないと、運ぶ方だけが色々苦労

して努力してやっても、最終的には荷主さんの方の態度も変わってくるかということですから。

この実証実験の中でもその荷主の対応みたいなものも是非変わっていくような実証実験みたい

なものを考えていただければと思います。 

 

【名寄市 佐藤総合政策課長】 

名寄市では、これまでも北海道開発局、運輸局と共同輸送、中継輸送の実証実験を行ってま

いりまして、さらに色々な圏域の物流の勉強会等も通じて、名寄市が、道北の地では中継拠点

として高い優位性を持っていると考えておりまして、名寄市での物流拠点化構想というものを

検討している段階になります。 

名寄市は、稚内と札幌・道央圏のちょうど真ん中という地理的優位性もありますし、近いう

ちに高速道路も通じると思いますので、そういったところも大きな強みではないかと考えてお

ります。 
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そういったものも踏まえまして、これまでも勉強会等を開いてまいりまして、昨年９月には、

本日いらっしゃっているヤマト運輸さん、西尾運送さんと「北・北海道物流拠点検討協議会」

というものを立ち上げ、国の補助事業も活用しながら、物流量の分析や事業者さんへのヒアリ

ング等を行って、名寄市を拠点に、必要な機能を集約できないかということで、色々と構想し

てまいりました。 

今年 5 月、国の補助事業を活用した検討委員会におきましてコンサルからも報告をいただい

たところなのですけども、そこでは、なかなか構想案が机上で作ったものに近く、具体性に少々

欠けるということで、構成員の方々からも色々とご指摘を受けましたので、今年度はその構想

をさらに具現化し、実行計画のようなものになるよう、ブラッシュアップしてまいりたいと考

えております。 

先ほどから出ていますとおり、道北の音威子府村さん、中川町さんにまず運ぶに至っても、

まず名寄まで物が来ないことには、そこからさらに枝先に行かないという形になりますので、

名寄市としても是非、こういった事業を活用しながら、北海道と共に道北地域の広域の物流に

ついてさらに連携強化できたらと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございます。拠点が必要ですよね、多分、エリアを一括で見るってことはできな

いので、やっぱりどこかにいくつかの拠点があって、その拠点が少し階層的になってくるって

いう考えでいかないと多分、この道北といえども、1 つの県以上の広さがあるってことですか

ら、その辺りを考えていくことが重要かなとに思っています。 

 

【上川総合振興局 早坂地域創生部長】 

皆様方の色々なお話を聞いて、先ほど石垣町長からお話がありました、町内の荷物（郵便物

等）が旭川を経由して届くとか、素人目に考えれば、ちょっとした無駄というか、そういった

ものを削っていけば、うまくいくのかなというようにも今思いますけれども、そう簡単なもの

でもないだろうということも感じたところです。 

また、ヤマト運輸さんも西尾運送さんも手を取り合ってやるとか、地域のためにやっていこ

うと、そういった思いで、この場に参加されていることが、地域にいる者としては非常に嬉し

く感じております。 

人口減少・高齢化という話もございましたけれど、高齢化が進めば、当然医薬品とか、そう

いったものも運ぶ必要がありますし、人が生活して住んでいくためには、そういった生活用品・

医薬品の配送が重要です。幹線の方でも色々課題があって、共同配送とか、そういったことも

考える必要があるのではないかというお話もございまして、この検討会ではそこまで踏み込む

のは難しいのかもしれませんけれども、そういったところの負担を少しでもこのラストマイル

配送を構築することで減らすことができるのであれば、とても良い場になるのかなとも思いま

したので、皆様方からもご意見いただきながら、我々としてもできるところはやっていきたい

と思っております。 
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【音威子府村 遠藤村長】 

先ほどですね、村上社長、あと渋谷ゼネラルマネージャーから、皆様から、最初、もう音威

子府の物流網は近い将来もしかしたらきつくなるよっていうお言葉もいただくのも覚悟しなが

ら、本日、現実も受け止めないといけないわけですが、本当にお力強い言葉を頂いただけです

ね、すごく嬉しいなと思いましたし、この場を借りて感謝申し上げたいなというふうに思いま

した。 

先ほど中川町長からお話しましたとおり、その交通網の今後の未来の発展っていうのはもち

ろんあって、そこにも合わせていかないと駄目だっていうふうにももちろん私も考えてるんで

すが、冒頭の中で話したとおり、この効率化の仕組みをやっぱりもうすでに今からもうやって

いかないと多分、もう追いつかないと思うんです。高速道路が結ばれるのも 30 年ぐらい先のよ

うな気がするんです。それを言っているわけじゃないのも理解しますが、今、この目の前ので

きることっていうのを、少しでもやっていかないと、もう本当に待ったなしだというふうに思

うので、大きな仕組みからじゃなくてもいいから、小さいとこでもいいから、なんとかこの個

別配送の部分の対象の中で、地域の物流を滞らさない。 

村上社長が言ったことで僕もすごい共感できることもありまして、北海道で言うとセイコー

マートさんと全日食さんとコープさんが道内全体の物流網を持っていると思うんですけど、そ

の企業の方とちょっと話した時に、その 3 社で帰り便でもうちょっとうまく効率化できればな

んとかならないですかねと言ったら、そこもやっぱり連携を取るのも難しいっていうのをお聞

きしたところ。それはまた後の話になるかもしれませんが、高速道路も含めて、物流網がある

企業、自前の物流網があの企業の部分も後で考えながら今できることをまずやらせていただけ

ればと思いますので、引き続きよろしくお願いしたいというふうに思いました。 

 

【北海道 小林物流担当局長】 

今回、構成員の皆さんから頂いたご意見の中で、まず、なぜ今までそんなに絡んできてなか

った道庁が物流に絡んできたのかっていうところで、道庁は当然広域行政体ですので、地域の

皆様がそれぞれの地域で住み続ける状態を確保していかなければならない。そういった中で、

今、物流に関しては、今日もご参加いただいている物流事業者の皆様がですね、使命感を持っ

て物流を維持してきていただいている。物流という物の流れを止めてしまうと、地域には住み

続けていけないとなった時に、今回の実証のキーワードにもなってくると思いますけれども、

競うという状態ではなくて、地域の輸送資源をどうやって使っていくのか、それを共同でどう

使っていくのかということをこの実証実験の中で考えていかなければならない。そして、拠点

というものを持たなければならないですけれども、その拠点も変化していくがどういったもの

になるか考えていかなければならない、ということが実証の方向性かなと思いました。 

中長期のことで考えていく中で、石垣町長からお話があったとおり、物流を支えるインフラ

としての道路の整備、北海道の高速道路の整備が遅れているというのは、我々道庁としてもず

っと国土交通省に、北海道局に要請をしている中身でもあります。そして特区の話で今日はヤ

マトさん来ていただいていますけれども、例えばここにいない事業者さんの例としての郵政の

お話もありました。要はあの色々なところを競うんじゃなくて、巻き込む形をどうしていくか、
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中長期的に我々考えていかなければならない。今回の実証で、まずは立ち上げてみる、小さく

産んでみて、そして増やしていって大きくすることが必要なんだなというのを、今回の検討会

で感じました。 

 

【音威子府村 遠藤村長】 

もう１個、基礎自治体のやるべきことは、今うちの金融インフラで地域と、これから地域に

もう１回投げて、絶対残すぞっていうところでやらせてもらっているところですけれども、先

ほどおっしゃるとおりに住民があまりにも元々の体制を絶対維持しないと駄目だって思ってや

るっていうのが、なかなかこれが足枷になってくるので、基礎自治体のやるべきことをちゃん

と理解していただいて、物流を、インフラをしっかり残すためにこの不便は少しあるかもしれ

ないけどお願いしますってやるのが我々基礎自治体の役目だと思っているので、そういった部

分も追々ですね、日本に広げたいって思いもありますので、そこのスキームも合わせてですね、

報告できればすごいもっと良い取組になるっていうふうに感じたのでそういったこともお願い

したいと思いました。 

 

【北海道 小林物流担当局長】 

うちもですね、まさに知事が言っているのが再配達の削減なんです。そういうところからそ

ういう行動変容を促しているところだから、基礎自治体だけではなくて、我々みたいなところ

も再配達を防止するためにはどうすればいいのかっていうようなことをもう少しこう PR し

ていかなければならないなっていう思いを持っていますので、こういった実証事業なのか、ま

た別なのかっていうのはありますが、色々と進めていかなければいけないですね。 

 

【髙橋座長】 

今日は本当に多方面からご意見いただきましたし、地元の何が困っているのかっていうこと

も含めてですね。しっかり事務局の方で受け止めていただいたかなと思っています。 

私も村長のおっしゃるとおりだと思いますが、今までと同じことを求めてもできないという

のは皆さん分かっておりますので、それではどれぐらいのものを求めるかというか、どれくら

いのものを実施するのかっていうことをやるためにも、是非実証実験をやっていただきたい。 

やっぱり言葉ではなかなか理解できないので、実際にやってみて、これは公共交通も全く同

じなんですけど、バスの減便や料金改訂も、やっぱり 1 回やってみて、少し変えていくという

ところが、今まさに公共交通やっている手法なので、それと同じような手法をやはり地域物流

にも導入していく必要があるのかなと思います。是非、地域の皆さん、あと運輸関係の皆さん、

それを行政の皆さん含めて、しっかりこの辺り、協力しながらやっていきたいと考えます。 

あまり時間もありませんが、今年の秋に実証実験っていうことになると、皆さんに色々ご協

力いただかなければいけないことが多々あるかもしれません。是非よろしくお願いしたいとい

うことで、この会は締めたいと思います。あとは事務局にお返しいたします。 
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７ 閉会 

【事務局（北海道 中嶋主幹）】 

髙橋先生、ありがとうございました。また、構成員の皆様も長時間にわたりご意見をいただき、

誠にありがとうございました。皆様から頂いたご意見を踏まえ、事務局にて実証案を作成し、次

回の第 2 回検討会で、その内容についてご議論をさせていただいいただければと考えております。 

次回の開催時期につきましては、髙橋先生はじめ、皆様と調整を進め、改めてご連絡をさせて

いただきます。それでは、以上を持ちまして、本日の第 1 回地域物流の確保に向けた検討会を閉

会いたします。本日はありがとうございました。 


